
 

20２１年 石城山岳会３、４月座学 ３.10、４.７内郷公民館 

ロープの結び方・巻き方、スリングの使い方   担当：秋葉 

1、座学 ロープワーク計画 

３月 ロープの基本、結び方・巻き方 

４月   〃   、スリングの使い方       

５月 支点の取り方、ハーネス・懸垂下降・途中固定 

６月   〃  、確保 

７月 ローワーダウン（ムンターヒッチ、確保器） 

８月 フィックスロープの張り方 

９月 ショートロープ（ガイディング）の方法 

10月 セルフレスキュー（引き上げ） 

 

２、ロープの種類 

シングルロープ クライミングの主流ロープ、１本でフォールを支える。通常径１０ｍｍ前後。 

ダブルロープ ２本を同時につけて登るロープで、径９ｍｍほどのものが多く、最近では８ｍｍ くらいもの  

も出回っている。このほか、ツインロープなどあります。 

補助ロープ ちょっとした岩場や岩稜のような場所で使う、径８ｍｍが普通です。これはクライミングには 

使えない（保証しない）ロープです。 

 

＊常に所持するもの  

スリング 

 180㎝１本、120㎝ 2本、60㎝１本、 

プルージック用 7㎜ 60㎝ 1本（オートブロック用５㎜ 60㎝ 1本） 

カラビナ 

ねじ式 HMS型大・１、ねじ式環付き D型大・１、ノーマル・２ 

 

 

３、ロープの巻き方  

 ループ式と振り分け式（次ページ図）  

 

 

４、ロープのまとめ方 

 ●両末端を使う（次ページ図） 

 

 ●片方の末端を使う 

  ④巻いたロープを折り返す 

  ⑤折り返したロープを折り返し 

の輪に向かって 3回巻く 

  ⑥輪に下から通す 

  ⑦輪のロープを締める 



 

 



 

  



 

 ５、携帯の仕方    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           ６、テープの結び方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７、ロープの結び方 

イ、オーバーハンド・ノット（ひとえ結び）     ロ、エイト・ノット（８の字結び） 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ハ、クローブヒッチ（巻き結び） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ニ、ボーラインン・ノット（もやい結び） 

＊リング負荷をかけるとほどけるので注意！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホ、フィッシャーマンズ・ノット、ダブル・フィッシャーマンズノット（テグス結び） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

ヘ、プルージック  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

ト、ブリッジプルージック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９、結びの呼び方 

 イ、「ノット」 

  ロープ単体で結ぶ結び方 

   エイトノット、オーバーハンド  

ノット、ダブルフィッシャーマ 

ンズノットなど 

    何かに結び付けても、ロープ 

は「ノット」 

 ロ、「ヒッチ」   

ロープをカラビナなど他の対象物  

に絡めてその双方で機能を果たす  

結び方 

   ムンターヒッチ、クローブヒッチ、ガルダ―ヒッチなど 

 ハ、「ベント」  

 ロープとロープを繋ぐ結び方 

   ダブルフィッシャーマンズノット、シートベントなど 

   一本のロープの末端どうしを結ぶ場合も「ベント」という 

 

参考資料 「全図解レスキューテクニック」     山と渓谷社  堤 信夫 

 「全図解クライミングテクニック」      〃     〃 

 「新全図解クライミングテクニック」     〃     〃 

 「ロープレスキュー技術」          〃     〃 

 「アルパインクライミング」         〃    保科雅則 


